
令和7年2月14日

～積雪寒冷地のZEB事例について～
札幌市動物愛護管理センター あいまるさっぽろ

株式会社 アトリエアク



■１. 会社概要 1

名 称

設 立

資 本 金

所 在 地

業務内容

株式会社アトリエアク

1980年4月7日（創業1974年10月）

30,000,000円

札幌市中央区北2条西26丁目2-12

■ 近年の主な実績

道営住宅 初のZEH相当団地 <RC造> 公営住宅 ZEH相当 <木造>道立高校 ZEB Ready相当 <RC造> 保育所 ZEB Ready相当 <木造>

建築設計・監理
インテリアデザイン
ランドスケープデザイン
アーバンデザイン
都市・地域計画
上記に関する企画・調査・研究

アトリエアクは、北海道を拠点に住宅を出発点として、数多くの建築を手がけてきました。
私たちは一貫して周辺環境と調和し、美しい景観を構成する要素としての建築は、大きな意味を持つと考えています。
北海道を背景とし環境に配慮した「風景としての建築」をコンセプトに、北国らしい建築を目指しています。



照明設計

■ 2. 事例紹介 : 札幌市動物愛護管理センターのZEB事例について 配置計画図 2

・交通量の多い新川通のカーブに沿って馴染みながらもアイストップとなる楕円形の建築形態。
一方通行の新川通に対して視認性が良く、入りやすい安全なアプローチ。変形敷地を有効的に活用。

・外装は、柔らかい表情をつくる道産材の熱処理木材による木板張りと、ガルバリウム鋼板を使用し、周辺地域と調和した
風景を創出している。

管理作業エリア

利⽤者動線
管理者動線
⾞両動線

外装熱処理⽊材（新川通より）

利⽤者アプローチ

南よりドローン撮影

・施設名称
：札幌市動物愛護管理センター（愛称：あいまる さっぽろ）

・所 在 地
：札幌市中央区北22条西15丁目3-6

・用途/構造/規模
：事務所兼畜舎/木造2階建/ 999.4㎡

・竣工年月
：令和5年9月（運用開始11月）

・建 築 主
：札幌市 ・発注部署：札幌市都市局

・補助事業
：令和４年度 二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金

（建築物等の脱炭素化・レジリエンス強化促進事業）

至ダイイチ



照明設計

■ 2. 事例紹介 : 札幌市動物愛護管理センターのZEB事例について １階平面計画 3

屋外のファサードから連続し木のぬくもりを感じるエントランスホール。
一般利用者エリアと管理者エリアを明解に区分しつつ回遊性のある動線を確保。

エントランスホール

エントランスホール 階段から空間の抜け感じる

利⽤者受付カウンター 猫の遊び場 屋内運動場
利⽤者動線
管理者動線：管理エリア

：動物エリア

：利⽤者エリア



照明設計

■ 2. 事例紹介 : 札幌市動物愛護管理センターのZEB事例について ２階平面計画 4

屋内運動場を中心にループ状で回遊性のある空間構成。吹き抜けから、動物、来訪者、職員の様子がうかがえ、
施設全体を把握しやすく親しみやすいオープンな一体空間。構造材表しによる木質化。

ホール（屋内運動場を感じる）

ホール（開⼝部をリズムよく配置）

屋内運動場（相談室前より） 屋内運動場（事務室前より） 屋内運動場（階段踊場より）

Roof

Roof
広がりを感じる視線

広がりを感じる視線

：管理エリア

：動物エリア吹抜け

：回遊動線

：利⽤者エリア



照明設計

■ 2. 事例紹介 : 札幌市動物愛護管理センターのZEB事例について 断面計画 5

・断熱仕様は、屋根：FP板（B-3）150mm、壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ（24kg)120mm充填+50mm付加断熱、基礎ＲＣ壁：
FP板aB-3）50mm外断熱、土間下：FP板（B-3）50mmとし、開口部は、アルミ樹脂複合サッシ＋ペアガラス(ダブル
Low-e)の高気密、高断熱。
・綿密な熱計算から合理的な断熱性能を導き、適正な断熱性能と確保した。 外皮性能基準 BPI = 0.48
・自然光を積極的に取入れ、照明工ネルギーを削減。高さのある屋内運動場を設け、ドラフト効果を利用した自然換気。
・屋内運動場を介し一体空間。

屋内運動場⽝の部屋

⽝の部屋

南⾯外壁に垂直設置した
太陽電池モジュール アースチューブ



照明設計

■ 基本設計から現場しゅん功までの（BPI、BEI）の推移 6

業務期間中に数回ZEB Ready達成できるか基本設計内容と平行に

省エネ計算を行う。
BPI=0.66

BEI=0.50
① 基 本 設 計 時

空調機器選定、照明器具の消費電力量は複数社の中間値により

省エネルギー計算を行う。
BPI=0.50

BEI=0.47
② 実 施 設 計 期 間 中

補助事業の採択頂ける水準まで省エネルギー性能を上げる。

綿密な空調計算、照度計算を行いBEIの低減を行う。
BPI=0.50

BEI=0.41
③ 実 施 設 計 完 了 時

機械設備工事、電気設備工事会社の協力のもと最も消費電力量を

低減できる製品を導入いただく配慮のもとBEIの数値を低減する

ことができた。

BPI=0.48

BEI=0.40
④ し ゅ ん 功 時

年間消費エネルギー量を実績値を基にZEB Ready達成基準値50%に対し

65％削減結果が得られており、ZEB Readyを達成している。

（令和5年11月～令和6年9月までの計測値）

⑤ し ゅ ん 功 後



照明設計

■ 一般的な建築とZEB化建築の違いについて（施工者の声） 7

● ZEB化に関し、施工側で配慮が必要な点

①ZEB効果のある技術を施工者が理解・認識する必要がある。
施工前からメーカーと擦り合わせを行い、何度も綿密な打合せする時間が必要。

● ZEB建築を経験し、今後の施工に役立つ点

①設計思想、設計意図、何が重要なのかを事前に説明いただき、機器選定する重要なポイントがつかめた。

②ZEB化達成には、エネルギー効率の設計技術、施工技術の知識が求められ学習と研究が必要になりスキルの向上ができた。

③エネルギーについてモニタリング等が積極的に計画されており、長期的省エネが維持できれば多くの脱炭素化が
可能であることを広く共有したい。

■ 一般的な建築とZEB化建築の違いについて（運営者の声）

● ZEB化の建物を運営することで今までとの変化を感じるか。

①来訪者、問い合わせの内容が、動物ばかりではなく、ZEBに関する内容が増えた。
補助の内容や省エネ建築について説明の機会が増え、社内でも省エネへの意識が高くなった。

②動物の管理に要する環境設定には妥協はしておらず、日常的にストレスなく管理できている。

③BEMSによる『見える化』の影響が大きく、運営面でのエネルギーの効率化について話し合う機会を持つようになった。
自分たちでできる範囲での工夫を試している状況。


